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外 付け 型 F MO モデ ル 
1300 ン ノン 640 ノ /230 シ リー ズ 


取扱 説明 書 


株 式 会 社 富士 通 パ バー ソナ ルズ 


は じ め に 


この た び は 、Mcking Bird-MO 光 磁 気 デ ィ ス ク ユ ニッ ト を お 買い 上 げ い た だ き 、 誠 に あり が と う ご ざ 
いま す 。 ご 使用 いた だ くま え に 、 必 ず 本 書 を お 読み くだ さい 。 


保証 書 に つい て 
保証 書 は 必要 な 事項 が か きこ まれ て いる か を ご 確認 くだ さい 。 お 買い 上 げ 時 に 正しく 記入 され て い 


な い 場 合 は 保証 書 が 無効 に な り 、 無 償 保 証 を 受け られ な いこ と が あり ます の で 、 十 分 ご 注意 くだ さい 。 
記載 内 容 が 不 十 分 で し た ら 、 速 や か に 販売 店 に お 問い 合わ せく だ さい 。 


ユー ザー 登録 カー ド に つい て 


藤 カ ー ド は 、 必 要 事 項 を ご 記入 の 上 必ず お 出し くだ さい 。 
流 が な い 場合 ポー ト や バー ジョ ン ア ッ プ な ど サ ービス を 受け る こと が 困難 に な り ま す 。 


了 了 
RS 


お 読み くださ 


1 . 本 書 は 、 制 作 元 が 著作 権 を 有 し ます 。 
2 . 本 書 の 内 容 の 一 部 また は 全部 を 無断 で 転載 する こと を 禁止 し ます 。 


3 . 本 製品 お よび 本 書 は 、 改 善 の た め 事 前 連絡 な し に 変更 する こと が あり ます 。 あ ら か じ め ご 了承 
くだ さい 。 


4 . 本 書 に 記載 され た デー タ の 使用 に 起因 する 第 三 者 の 特許 権 そ の 他 の 権利 に つい て は 、 当 社 は そ 
の 責 を 負い ませ ん 。 


5 . 本 書 の 内 容 お よび 本 製品 に 関し て は 、 万 全 を 期し て 作成 お よび 製造 し て お り ま す が 、 万 一 ご 不 
審 な 点 が あり まし た ら 、 お 問い 合わ せく だ さい 。 


6 . 本 製品 を 使用 し た 結果 の 影響 に つい て は 、5 項 に 関わ ら ず 責任 を 負い か ね ます の で ご 了承 くだ 
さい 。 


7 . また 、6 項 に 伴い シス テム 、 デ ー タ 、MO ディ スク な ど の 保証 は 、 一切 で きか ね ます 。 
更に 、 ソ フト ウェ ア ・ ハ ー ド ウェ ア の 故障 ・ 誤 動作 ・ そ の 他 の どの よう な 理由 に よっ て 発生 し 
た 損失 に 関し て も 、 一 切 で きか ね ます の で ご 了承 く だ さい 。 
大 切な デー タ 、 プ ログ ラム を 収め た MO ディ スク に は 、 必 ず ラ イト プロ テク ト を 行う よう に し 、 
さら に バッ クア ッ プ を 行う な ど 、 安 全 策 を 心掛け て くだ さい 。 


8 . 本 製品 は 絶対 に 分 解 し な いで く だ さい 。 分解 され ます と 、 お 客 様 の 財産 に 損害 を 与え る 事故 
が 起き て も 補償 いた し ませ ん 。 また 、 一 度 分 解 さ れ ま す と 故障 し た 場合 の 修理 は 保証 期間 内 
で あっ て も 有償 修理 と な ます 。 


9 . 本 書 に ある 商品 名 ・ 名 称 な ど は 、 各 社 の 商標 また は 登録 商標 で す 。 


株 式 会 社 富士 通 パ ー ソ ナル ズ 
ハイ パー セレ クシ ョ ン サ ポー ト セン タ 
TEL 0120- 65- 8180 
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取扱 い 上 の ご 注意 


@ ご 使用 の 前 に 必ず 「 取扱 説明 書 」 を よく お 読み の 上 、 正 し く お 使い くださ 
い 。 
信 取 扱 説明 書 の 表示 に つい て 


次 の よう な 表示 と 内 容 に より 「 取り 扱い 上 の 注意 」 を 説明 し て いま す 。 
必ず お 読み の 上 、 説 明 書 の 内 容 に 沿っ て 正しく お 使い くだ さい 。 


この 表示 は 、「 使用 者 が 死亡 また は 重傷 を 負う 可能 性 が あ 
る 内 容 」 を 警告 し て いま す 。 


この 表示 は 、「 事故 や 故障 、 損 害 お な ど が 起き る 可能 性 が あ 
注意 る 内 容 」 を 注意 し て いま す 。 


人 @ 異常 が 発生 し た と き 。 
本 体 か ら 異 臭 や 煙 、 発 火 が 発生 し た 場合 に は 、 直 ち に 電源 を OF F に し 、 電 源 ケ ー ブ ル を コン セン ト か 
ら 抜 いて くだ さい 。 


信 異 物 を 入れ な いで く だ さい 。 
本 体内 部 に は 高圧 な 電気 が 流れ て いる 部 分 や 、 機 械 的 な 動作 を する 部 分 な ど が あり ます 。 
異物 が 入る と ショ ー ト や 機器 の 破損 ・ 故障 、 あ る い は 火災 ・ 漏 電 ・ 感 電 な ど 重 大 な 事故 の 原因 と な り ま 
す の で 絶対 に 入れ な いで くだ さい 。 
水 な ど 液 体 が 入っ た り 浸水 し て し まう と 機器 の 破損 ・ 故 障 、 あ る い は 火災 ・ 漏 電 ・ 感 電 な ど 重 大 な 事故 
の 原因 と な り ま す 。 また 状態 に よ に っ て は 、 修 理 不 可 能 と な る 場合 が あり ます 。 
異物 が 万 一 入っ て し まっ た 場合 は 、 分 解 し た り 無 理 に 取り 出し た り せ ず に 修理 と し て ご 依頼 くだ さい 。 


人 分 解 し な いで くだ さい 。 

本 機 は 絶対 に 例え ネジ ー 本 で も 分解 し な いで くだ さい 。 

分 解 さ れ ま す と 、 機 器 の 破損 ・ 故 障 、 あ る い は 火災 ・ 漏 電 ・ 感 電 な ど 重 大 な 事故 の 原因 と な り ま す 。 
その 際 に 発生 する 、 い か な る お客様 の 損害 に 対し て も 一 切 補償 いた し ませ ん 。 

また 一 度 分 解 さ れ ま す と 、 い か な る 原因 に よっ て 発生 し た 故障 の 修理 は 、 保 証 期 間 内 で あっ て も 全て 有 


償 修 理 扱い と な ます 。 分解 さ れ た 事 に 対す る サポ ー ト ( 修理 対応 は 除く ) は 一 切 い た し ませ ん 。 


電源 は 、 専 用 AC ア ダ プ タ で 使用 し て 下さ い 。 

AC ア ダ プ タ は 必ず 専用 の も の を 使用 し て 下さ い 。 

また 、AC ア ダ プ タ は AC100V(50Hz /60Hz ) ・ 国 内 用 で す 。 

海外 や 特殊 な 電源 装置 ( 電圧 変換 イン バー タ 、 発 電機 な ど ) か ら の 供給 に よる ご 使用 は 絶対 に し な いで 
くだ さい 。 機器 の 破損 ・ 故 障 、 あ る い は 火災 ・ 電 気 的 な トラ ブル な ど 重大 な 事故 の 原因 と な り ま す 。 


電源 ケー ブル は 丁寧 に 。 

電源 ケー ブル は 破損 し な いよ う に 十分 に ご 注意 くだ さい 

ケー ブル 部 分 を 持っ て の 抜き 差し や 、 物 が 乗っ た り 、 鋭 い 物 に 当たっ て いた りす る と 、 ケ ー ブ ル の 被服 
が 損傷 し 、 故 障 、 あ る い は 火災 ・ 電 気 的 な トラ ブル な ど 重 大 な 事故 の 原因 と な り ま す 。 


⑯ タ コ 足 配線 は 止め て くだ さい 。 
タコ 足 配線 は 過 電 流 に よる 週 熱 や 火災 の 原因 と な り ま す 。 


⑯AC ア ダブ プ タ の プラ グ は 確実 に 根元 まで 差し 込ん で く だ さい 。 
差し 込み が 不 完全 な 場合 、 隙 間 に ほ こり や 異物 が 入り 火災 の 原因 と な り ま す 。 
@ 濡 れ た 手 で 取り 扱う の は 危険 で す 。 


濡れ た 手 で 、 本 体 の 取り 扱い を し た り 電源 ケー ブル や S CSI ケー ブル の 抜き 差し を する こと は 絶対 に 
し な いで くだ さい 。 機器 の 破損 ・ 故 障 、 あ る い は 火災 ・ 漏 電 ・ 感 電 な ど 重 大 な 事故 の 原因 と な り ま す 。 


ヽ - ーー 
忌 


人 @ 強 い 磁気 や 強い 電波 が 発生 に て いる も の に は 近づけ な い 。 
磁石 の よう な 磁気 を 発する も の や 、 無 線 機 の よう な 電波 を 発する も の を 近づけ な いで くだ さい 。 
誤動作 を する 可能 性 が あり ます 。 


人 @ 落 下 し た り ぶつ けた り し な い 。 

輸送 時 ( 修理 ご 依頼 や 引越 し ・ 移 動 な ど ) の と き に 落下 し た り ぶ つけ た り し て 、 強 い 衝 撃 や 振動 を 受け 
る と 故障 や 破損 する 可能 性 が あり ます 。 また 、MO デ ィ ス ク を 排出 し て か ら 移 動 し て くだ さい 。 挿入 
され た まま 衝撃 や 振動 を 受け る と 故障 や 破損 する 可能 性 が あり ます 。 


電波 に 影響 する 機器 に は 近づけ な い 。 

この 装置 が ラジ オ や テレ ビジ ョ ン 受 信 機 に 近接 し て 使用 され る と 、 受 信 障 害 の 原因 と な る 場合 が あり ま 
す の で 、 近 づけ な いよ うに 設置 し て く だ さい 。 

また 、 電 波 に 影響 され る 機器 に も 近づけ な いよ うに し て くだ さい 。 誤 作動 を させ る 可能 性 が あり ます 。 


人 @ 設 置 は 快適 な 場所 で 。 
振動 の 大 きい 場所 、 ホ コリ の ひど い 場 所 、 薬 品 の 雰囲気 中 で の 使用 は し な いで く だ さい 。 故障 の 原因 と 
な り ま す 。 


@ 温 度 や 湿度 の 厳し い 場 所 や 状態 で 使用 し な い 。 

極端 な 高温 (低温 ) 状態 や 高 湿度 な 場所 、 直 射 日 光 の 当たる 場所 や 、 発 熱 器 具 ( 暖房 器具 や 調理 用 器具 
な ど ) の 近く で の 使用 は し な いで くだ さい 。 故 障 の 原因 と な り ま す 。 

また 、 急 激 な 温度 変化 は 結露 の 原因 と な り 動作 さ せる と 故障 の 原因 と な り ま す の で 、 周 囲 の 温度 に な じ 
ん で か ら ご 使用 くだ さい 。 


人 @ 通 出口 は ふさ が な い 。 
内 部 が 高温 と な り 、 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


人 @ 設 定 や 接続 の 変更 や 操作 は 電源 を 0F F に し て か ら 。 
接続 を し た り 変 更 し た りす る 場合 に は 必ず パソ コン お よび 周辺 機器 全て の 電源 を OF F に し た 状態 で 行 
っ て くだ さい 。 本 体 の 設定 を し た り 変更 し た りす る 場合 に は 必ず 本 体 の 電源 を OF F に し た 状態 で 行っ 
て く だ さい 。 電源 ON の 状態 で 取り 扱い を する と 、 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


電源 の ON OFF は 順序 を 守っ て 。 

電源 投入 の 順序 は 、 本 体 お よび 接続 され て いる 周辺 機器 か ら 先 に ON に し て 、 最 後に パソ コン の 電源 を 
ON に する よう に し て だ さい 。 

本 体 の 電源 を 切る と き は 、 パ ソコ ン の 電源 を 先 に OF F に し て か ら 、 本 体 お よび 接続 され て いる 周辺 機 
器 の 電源 を OF F に し て くだ さい 。 

パソ コン と 連動 し て 電源 が O N プ OFF され る 場合 は この 限り で は あり ませ ん 。 


@ び MO ディ スク を 読み 書き し て いる と き は 、 そ の まま に 。 

ライ ト キャ ッシュ の 機能 に よっ て パソ コン 上 で は 書き 込み が 終了 し て も 、 本 体 は 動作 を 続け て いま す 。 
本 体 の AOCESS ラ ンプ が 点灯 し て いる 状態 で 電源 を 切っ た り 、 イ ジェ クト を 行わ な いで く だ さい 。 

MO ディ スク の 物理 的 な 破壊 お よび デー タ 破壊 、 本 体 の 破損 や 故障 の 原因 と な り ま す 。 


@ デ ー タ の バッ クア ッ プ を 。 
MO ディ スク へ の 読み 書き 動作 中 に 不意 の 障害 や 事故 が 発生 し た 場合 、MO ディ スク の 読み 書き お よび 
デー タ の 復元 が 不可 能 に な る 可能 性 が あり ます 。 万 一 の た め に バッ クア ッ プ を 行う よう に 、 安 全 策 を 心 
掛け て くだ さい 。 
また 、 大 切な デー タ 、 プ ログ ラム を 収め た MO ディ スク に は 、 必 ず ラ イト プロ テク ト を 行う よう に し て 
くだ さい 。 


セ > 
ッ ト アップ 


セッ ト ア ッ プ の 概要 


( 1) 初め て お 使い いた だ く 場合 は 、 次 の 順に お 進み 下さ い 。 
開 封 梱包 の 内 容 を 確認 する 
取扱 説明 書 を 順に 読む 


MO ディ スク ユニ ッ ト の 設定 接続 


デバ イス ドラ イ バ の イン スト ー ル 


( 2) 梱包 内 容 


以下 の も の が 梱包 され て いる こと を 、 お 確か めく だ さい 。 
万 一 不備 な 点 が ご ざい まし た ら 、 お 買い 求め の 販売 店 、 も し く は 当社 まで お 申し つけ く だ さい 。 


・ MO ドラ イブ ユニ ッ ト 本 体 し 1 台 
・ ス タン ド 0 1 個 
・AC ア タダ プター 0 1 個 
・ 取扱 説明 書 ( 本 書 ) 1 間 
・ イ ジェ クト ピン 0 1 本 
・ SGSI・| D 番 号 設定 用 回 し 具 リー レフ (フフ ココ ココ ココ ココ 1 本 
に 保証 書 お 1 枚 
・ ユー ザー 登録 カー ド 。 1 枚 
・640MB・MO デ ィ ス ク ( 640 モ デル の 6 のみ) 1 枚 
・1.3GB・MO デ ィ ス ク (1300 モ デル の み ) 1 枚 
・ デ バイ ス ド ラ イ バ (CD-ROM) 1 枚 
専用 付属 品 (FMO-1300W2) 

・SCSI ケー ブル 000) (時 Es 


専用 付属 品 (FMO-230WS2 グ 640WS2 グ 〆/1300WS2) 
・SCS|I カー ド セ ッ ト 1 式 


各部 の 名 称 と その は た らき 


人 @ 各 部 の 名 称 


①.ACOESS ラ ッ プ 
MO ディ スク の 読み 書き 動作 時 に 緑色 に 点灯 し ます 。 


② POWER ラ ンプ 
MO ディ スク ユニ ッ ト の 電源 が O N に な る と 、 緑 色 に 点灯 し ます 。 


GU 記 GT スイッチ 
MO ディ スク の 取り 出し の と き に 押す スイ ッ チ で す 。 
MO ディ スク ユニ ッ ト の 電源 が O N に な る と 、 使 用 する こと が で きま す 。 
ぐる MO ディ スク ユニ ッ ト の 電源 が OF F の と き に は 使用 で きま せん 。 


④ 強制 E JE CT ホー ル 
MO ディ スク が 取り 出せ な く な っ た と き に 、 付 属 の イジ ェクト ピン で 差し 込ん で 、 強 く 押す と 取り 出せ 
ます 。 
金 上 緊急 時 の みお 使い くだ さい 


⑤ POWER ス イッ チ 
MO ディ スク ユニ ッ ト の 主 電源 スイ ッ チ で す 。 


⑥ SCSI コネ クタ 
SCSI カー ド や SCSI 機器 と ケー ブル で 接続 する コネ クタ で す 。 
コネ クタ 形状 は ハー フ ピ ッ チ Dsub50 ピ ン ( メス ) で す 。 


⑦ DC I N( 電源 供給 ) 
付属 の AC ア ダ プ タ ( FIMO APP) より 電源 を 供給 し ます 。 
図 の よう に MO ディ スク ユニ ッ ト の 「 DC | N」 に AC ア ダ プ タ の プラ グ を 奥 ま で 止ま る 様 に 差し 込 
み ま す 。 


⑧SCSI ・| D 番号 設定 用 スイ ッ チ 
MO ディ スク ユニ ッ ト の | D 番 号 を 設定 する スイ ッ チ で す 。 
付属 の 回 し 具 を スイ ッ チ の 矢印 部 分 に 差し 込み 、 回 転 させ て 設定 し た い 番 号 に 合わ せ て 下さ い 。 


4 出荷 時 の 設定 4 回 し 具 


⑨ MO 設定 用 スイ ッ チ 
MO ドラ イブ ユニ ッ ト の 設定 を 行う スイ ッ チ で す 。 
SW5 0FF MO モー ド 
SW6 OFF 未 使用 (この まま で お 使い 下さ い ) 
SW7 OFF 未 使用 ( この まま で お 使い 下さ い ) 


SW8 OFF ター ミネ ー タ OFF ON ター ミネ ー タ ON 


4 出荷 時 の 設定 


TE つ 取扱 い に つ いて 


ド s の ンス 

MO ドラ イブ お よび MO ディ スク は 、 ゴ ミ , ちり , ほこ り , タバ コ の 煙 や 灰 な どの 付着 に よっ て 性 能 が 低下 
し た り 、 場 合 に よっ て は 装置 の 故障 の 原因 と な り ま す 。 安 全 に ご 使用 いた だ くに は 、MO ド ライ ブ お よび 
ディ スク を 定期 的 に 清掃 する 必要 が あり ます 。 


( 1) MO ドラ イブ ユニ ッ ト の お 手入れ 
まず 、 AC 電源 ケー ブル を コン セン ト か ら 外 し て くだ さい 。 
本 体 の 汚れ は 、 や わら か い 布 に よる カラ 拭き か 、 水 また は 中 性 洗剤 を 含ま せ て よく 絞っ た 布 で 軽く 拭い て く 
だ さい 。 揮発 性 の 溶剤 ( ベン ジン 、 シ ン ナ ー) 等 の 使用 は 、 変 形 や 変色 な どの 原因 と な り ま す の で 避け て 
くだ SU 


( 2) MO ドラ イブ の 清掃 
3 か 月 に 一 回 を 目安 に 、 専 用 クリ ー ナ を 使っ て 清掃 し ます 。 
発 ク リー ニン グ の 目安 と する 期間 は 使用 する 環境 や 頻度 に よっ て 異な り ま す 。 


光 磁 気 ディ スク クリ ー ニ ング カー トリ ッ ジ 


( 3) MO ディ スク の 清掃 
3 か 月 に 一 回 を 目安 に 、 専 用 クリ ー ナ を 使っ て 清掃 し ます 。 
人 クリー ニン グ の 目安 と する 期間 は 使用 する 環境 や 頻度 に よっ て 異な り ま す 。 
富士 通 ピ ー ア ンド エス 光ディスク クリ ー ニ ング キッ ト ( 3.5 型 ) 


光ディスク クリ ー ニ ング キッ ト (補充 用 ) 


2. MO ディ スク と ユニ ッ ト の 取り 扱い 


( 1) MO ディ スク ユニ ッ ト の 設置 方 向 
横 置き の デザ イン に な っ て いま す が 、 付 属 の スタ ンド に て 縦 置き も で きま す 。 


( 2) MO ディ スク の 挿入 
ディ スク 挿入 口 か ら MO ディ スク を 入れ ます 。「 カチ ッ 」 と いう 斉 が する まで 押し 込ん で くだ さい 。 
MO ディ スク 挿入 直後 、AOOESS ラ ンプ が 数 秒間 点灯 し ます 。 こ の 間 に 装置 は ディ スク の 管理 状態 を チェ ッ 
ク し て 、 読 み 書き を 行う 準備 を し て いま す 。 


( 3) MO ディ スク の 排出 
通常 は 、 イジ ェクト スイ ッ チ を 押し て MO ディ スク を 排出 し ます 。 
何 か の 不具 合 に より 通常 の 方 法 で 排出 で き なく な っ た と き は 、 強 制 イ ジェ クト ホー ル に イジ ェクト ピン を 
入れ て 排出 し ます 。 
イジ ェクト ピン に よる 排出 
1 ) まず 、 本 体 の 電源 は 切っ た 状態 に し て お きま す 。 
2 ) 強制 イジ ェクト ホー ル に イジ ェクト ピン を 入れ て 、 や や 強め に 押し て 排出 し ます 。 
3 ) 排出 後 、 再 度 電源 スイ ッ チ を ON に し て MO ディ スク を 挿入 し ます 。 
AOCESS ラン プ が 数 秒間 点灯 し 消灯 し た 後 、 イ ジェ クト スイ ッ チ で 排出 し ます 。 
4 ) 本 体 の 電源 を OF F に し て くだ さい 。 


MO ディ スク ユニ ッ ト の 性 能 と 信頼 性 を 確 代 する た め 、 イ ジェ クト ピン を 
、 ヽ ヽ _ = 使用 し て ディ スク を 取り 出す 場合 に は 、 必 ず ユ ニッ ト の 電源 を 切っ た 状態 


注記 で 行う て くだ さい 。 


( 4) MO ディ スク の ラベ ル に つい て 
MO ディ スク に ラベ ル を 貼る 場合 に は 、 必 ず 専 用 の ラベ ル を 決め ら れ た 位置 に 貼付 し て くだ さい 。 
また 、 貼 付す る 面 は 汚れ や 油分 な ど を きれ い に 拭 き 取 っ て お いて くだ さい 。 
専用 の ラベ ル 以 外 の も の を 貼付 し た り 、 貼 り 直 し や 、 貼 付す る 面 が 汚れ て いる と 剥が れ の 原因 と な り 、 場 合 
に よっ て は MO ドラ イブ ユニ ッ ト の 内 部 に 貼り 付い て し まい 、 排 出 が 困難 と な り ま す 。 


( 5) オー バー ライ ト 機能 に つい て 

これ まで は 、MO に デー タ を 書き 込み する 場合 [ 消去 ] 一 [ 書込み ] ー[ ベリ ファ イ ] の 3 ステ ッ プ が 必要 
で 、 書 込み の 遅 さ が MO の 弱点 と され て いま し た 。 し か し 、 オ ー バ ー ラ イト 対応 MO ディ スク を 使用 する 
こと に より 、 書 込み 動作 は [ オー バー ライ ト ] つ [ ベリ ファ イ ] の 2 ステ ッ プ に な り 、 回 転 待ち 時 間 も 減 少 
し ます 。 オ ー バ ー ラ イト 機能 を 使う こと に より 、 書 込み 速度 は 約 3 0 % ア ッ プ し ます 。 
本 MO ドラ イブ ユニ ッ ト は 、 こ の 機能 に 対応 し て お り ま す の で その 快適 さ を 実 感 す る こと が で きま す 。 
オー バー ライ ト 機能 の 使用 上 の 注意 

1 ) オー バー ライ ト 機能 よ オオ ー バ ー ラ イト 対応 MO ディ スク が 必要 で す 。 

2 ) 従来 の MO ディ スク を 使用 し た 場合 は 、 従 来 と 同じ 書き 込み 速度 に な り ま す 。 

3 ) オー バー ライ ト 対応 MO ディ スク は 、 こ の 機能 に 対応 し て いな い MO ド ライ ブ で は 使用 で きま せん 。 


オー バー ライ ト 対応 MO ディ スク は 、 次 の も の を お すす めし ます 。 
|  。 。 。 。 、 | 品名 | 商品 番号 | 
0 


540MB オー バー ライ ト 対 応 OW540 0242510 
230MB オー バー ライ ト 対 応 OW230 0242310 


4 コン ピュ ー タ と の 接続 


( 1) MO ディ スク ドラ イブ ユニ ッ ト を 設定 ・ 接続 する 前 に 


@ コ ンピュータ が 的 確 に セッ ティ ング され て いま すか ? 
@SCSI カー ド が 的 確 に セッ ティ ング され て いま すか ? 
SCSI カー ド が コン ピュ ー タ 上 で 正常 に 動作 し て いま すか ? 


この 条件 が すべ て 満た し て いま し た ら 、 以 下 の 順 で MO ディ スク ユニ ッ ト の 
接 
続 を 行っ て く だ さい 。 


MO ディ スク ユニ ッ ト の スイ ッ チ 設定 
N 4 


$ 各 SCSI 機器 と 接続 する た め の S CSI ケー ブル を ご 用 意 し て 接続 し て くだ さい 。 
(SCSI セッ トモ デル に は ケー ブル を 付属 し て お り ま す 。) 


4 
4 


POWER ス イッ チ ON 


感電 の お それ や 、 本 製品 また は その 他 お 客 様 の 財産 に 損害 を 与え る 可能 性 
、 ヽ =m。 が あり ます 。 各 ス イッ チ の 設定 お よび SCSI ケー ブル の 接続 は 電源 を 
注 忌 切っ た 状態 で 行っ て くだ さい 。 


ミル ロコ 


( 2) MO ドラ イブ ユニ ッ ト の 設定 


@SCSI ・| D 番 号 設定 用 スイ ッ チ 
SCSI ・1 D 番 号 設定 用 スイ ッ チ で 接続 する パソ コン の 環境 に 合わ せ て 設定 を 行っ て 下さ い 。 


誤っ た 設定 を する と 正常 な 動作 が で きま せん の で 、 よ く 確 か め て くだ さい 。 
設定 が で きま し た ら 、 次 の 項目 に 進ん で くだ さい 。 


付属 の 回 し 具 を スイ ッ チ の 矢印 部 分 に 差し 込み 、 回 転 さ せ て 設定 し た い 番 号 に 合わ せ て 下さ い 。 


4 出荷 時 の 設定 4 回 し 具 
信 設 定 上 の 注意 
1 ) ほとん どの 場合 、SCSI カー ド は SCSI ・|I D 番 号 = 7 で 設定 され て いま す の で 、MO ド ライ ブ 
ユニ ッ ト の SCSI ・| D 番号 の 設定 範囲 は 0 て 6 と な り ま す 。 
2 ) 他 に SCS1I 機器 を 接続 し て いる 場合 、SCSI ・1I D 番 号 が 同じ に な ら な いよ うに 設定 し て 下さ い 。 


3 ) パソ コン お よび 、SCSI カー ド の マニ ュ ア ル も 併せ て お 読み くだ さい 。 


感電 の お それ や 、 本 製品 また は その 他 お 客 様 の 財産 に 損害 を 与え る 可能 性 
が あり ます 。 各 ス イッ チ の 設定 お よび SCSI ケー ブル の 接続 は 電源 を 


切 つ だ 状態 で 行っ て く だ さい 。 


MO 設定 用 スイ ッ チ 

MO 設定 用 スイ ッ チ は 、 基 本 的 に は 出荷 時 設定 の まま で お 使い いた だ け ま す が 、S W4 の ター ミネ ー タ ON 
OF F の 設定 は SCSI 機器 を 接続 する 環境 に よっ て 合わ せる 必要 が あり ます 。 

図 を 参考 に し て ター ミネ ー タ の ON ノ /OFF を 設定 し て 下さ い 。 

誤っ た 設定 を する と 正常 な 動作 が で きま せん の で 、 よ く 確か め て くだ さい 。 

設定 が で きま し た ら 、 次 の 項目 に 進ん で くだ さい 。 


有効 / 無 効 有 が で きま す 。 よっ て 、 外 付け の ター ミネ ー タ は 必要 あり ませ ん 。 

2 ) も し 、 外 付け の ター ミネ ー タ を この MO ドラ イブ ユニ ッ ト に 装着 し た 場合 に は 、 必 ず S W4 =OFF _ 
に 設定 し て 下さ い 。 

3 ) パソ コン お よび 、SCSI カー ド の マニ ュ ア ル も 併せ て お 読み くだ さい 。 


①MO ド ライ ブユ ニッ ト 1 台 だ け で 、 他 に SCSI 機器 が な い 場 合 


ターミネータ の 5 


MO 設定 用 スイ ッ チ の S W4 を ON に し て くだ さい 。 
例外 付け の ター ミネ ー タ は 不要 で す 。 
も し 、 外 付け の ター ミネ ー タ を 取り 付け た 場合 は S W4 は OF F に し て くだ さい 。 


②MO ド ライ ブユ ニッ ト 以外 に も SCSI 機器 が ある 場合 
8 . MO ドラ イブ ユニ ッ ト が 最後 に 接続 され て いる 場合 


他 の SQI 機器 


ター ミネ ー タ の 設定 

MO 設定 用 スイ ッ チ の S W4 を ON に し て くだ さい 。 
外 付 け の ター ミネ ー タ は 不要 で す 。 

も し 、 外 付け の ター ミネ ー タ を 取り 付け た 場合 は S W4 は OFF に し て くだ さい 。 


ミル ロコ 
吾 自 


b . MO ドラ イブ ユニ ッ ト が 途中 に 接続 され て いる 場合 


他 の SQI 機器 
NO 


⑯ タ ー ミ ネー タ の 設定 
MO 計 2 定 用 スイ ッ チ の S W4 を OF F に し て くだ さい 。 


( 3) SCSI ケー ブル の 接続 
MO ディ スク ドラ イブ ユニ ッ ト の S CSI コネ クタ に SCSI ケー ブル を 「 カチ ッ 」 と 音 が する まで 差し 込 
み 、 抜 け な い よう に 固定 し て くだ さい 。 
コネ クタ は 2 箇所 ( SCSIIN SCSI OT) あり ます が 内 部 で 同一 接続 と な っ て いま す の で どちら を 使用 され て 
も 構い ませ ん 。 
コネ クタ 形状 は 、 ハ ー フ ピッ チ Dsub50 ピ ン ( メス ) に な っ て いま す 。 各 SCSI 機器 と 接続 する 
た め の S CSI ケー ブル を ご 用 意 し て 接続 し て く だ さい 。( SCSI セッ ト モデ ル に は ケー ブル が 付属 し て 
いま す 。) 


( 4) 電源 ケー ブル の 接続 
MO ディ スク ユニ ッ ト の 「 DC 1I _ N」 に 付属 の AC ア ダ プ タ の プラ グ を 奥 ま で 止ま る まで 差し 込ん で くだ 
さい 。 


付属 の AC ア ダ プ ブタ を 使用 し て くだ さい 。 
注意 付属 の 4AC ア ダ プ タ 以 外 で 使用 し た 場合 、 故 障 の 原因 に な り ま す 
また 、 本 装置 お よび お 客 様 の 財産 に 損害 を 与え る 可能 性 が あり ま 


す 。 


( 5) POWE R ス イッ チ ON 
MO ディ スク ユニ ッ ト の PO WE R スイ ッ チ を ON に し て か ら 、 パ ソコ ン の 電源 を 入れ て くだ さい 。 


Sect 1 On グ 
デバ イス ドラ イ バ 


セッ ト ア ッ プ 


Tr エコ 


VW ndows 9、 Vndows 3. 1 


一 対応 機種 ( 各 機種 に 対応 し た デバ イス ドラ イ バ を ご 使用 下さ い 。) 
@F MV (各社 DOS ノ V, PC98-NX) 


( 1) ご 使用 上 の 注意 
イン スト ー ル を 始め る 前 に 下記 の 注意 事項 を 必ず お 読み 下さ い 。 


( a) SGSI カー ド の ドラ イ バ は 最新 の も の を ご 使用 下さ い 。 
最新 の ドラ イ バ の 入手 方 法 は 、 ご 使用 の SCSI カー ド メー カー に お 問い 合わ せ 下 さい 。 


( b) W ndows9x で 、 ド ライ ブ ア イ コン を 右 ボ タン クリ ッ ク し て 現れ る プル ダウ ン メ ニュ ー の [ ディ スク コ 
ピー] で は MO ディ スク へ の ディ スク コピ ー は で きま せん 。 こ の 機能 は よ は フロッピー ディスク に 対す る も 
の で す 。 


( c) 2048 bytes/sector MO ディ スク に 対し て 、FDH SK が 表示 する 容量 は 実際 の 容量 の 1/4 で す 。 
( 9 2048 bytes/sector MO ディ スク に 、 WWndows9x の ドラ イブ スペ ー ス は 使え ませ ん 。 


( e) フォ ー マ ッ ト 中 に フォ ー マ ッ ト プロ グラ ム を 強制 終了 する と 、MO ディ スク が 壊れ る こと が あり ます 。 
絶対 に 行わ な いで 下さ い 。 


(f) MO フォー マッ タ ( MCFORMT. EE) を 使用 中 は 、 他 の アプ リケーション で MO ドラ イブ に アク セス し な い 
で 下さ い 。 


( g) MO フォ ー マ ッ タ ( MFQRIMT. EXE) が 表示 する 容量 は 未 フ ォ ー マ ッ ト 時 の ディ スク 容量 で す 。 
W ndows 9x の フォ ー マ ッ タ で は 、 論 理 フ ォ ー マ ッ ト 後 の 容量 を 表示 する た め に 、 こ れ ら の 数 字 に ずれ が 
汗 ま (ずん 
また 、 論 理 フ ォ ー マ ッ ト 後 の 容 量 は 、 ご 使用 の フォ ー マ ッ タ の 種類 に より 多少 異な る 場合 が あり ます 。 
これ は 、 各 々 の の フォーマ ッ タ が 独自 に 仕様 を 決め て いる た め に 生じ ます 。 ご 使用 上 の 問題 は あり ませ ん 。 


( h)MO ド ライ ブ の [ デバ イス マネ ジャ ] っ [ プロ パテ ィ ] つ [ 設定 ] で 、「 切断 」 オ プシ ョ ン を 有効 に し 
て お 使い 下さ い 。 無効 の まま で す と 、 物 理 フ ォ ー マ ッ ト が 正常 に 行え な い 場 合 が あり ます 。 


(1) MO ドラ イブ の [ デバ イス マネ ジャ ] つっ [ プロ パテ ィ ] っ [ 設定 ] で 、 ド ライ ブ 文 字 を 複数 予約 し な い 
で 下さい 。 


デバ イス ドラ イ バ の イン スト ー ル 
イン スト ー ラ を 使っ て 、Wndows9x( W ndows3. 1) に ソフ ト を イン スト 一 ル し ます 。 
次 の 操作 を 行い 、 セットアップ プロ グラ ム を 実行 し て く だ さい 。 
※ 説 明 は W ndows9x の 場合 で す 。W ndovws3. 1 の 場合 は 表示 され る 様子 ・ 内 容 が 若干 異な っ て お り ま す 。 


説明 で は 、 コ ンピュータ の CD ドラ イブ が E ド ライ ブ 、 イ ンス ト 一 ル する ハー ド デ ィ スク が C ド ライ ブ 
と いう 環境 を 想定 し て いま す 。 ご 使用 に な る コン ピュ ー タ の 環境 に よっ て ドラ イブ 名 が 説明 と 異な る 
場合 が あり ます の で 、 ご 使用 の 環境 に 合わ せ て 行っ て くだ さい 。 


(aCD ド ライ ブ (E ド ライ ブ ) に デバ イス ドラ イ バ を セッ ト し ます 。 
[ スタ ー ト ] か ら [ ファ イル 名 を 指定 し て 実行 ] を 選ん で くだ さい 。 
( DC5S/V 機 で W ndows 3. 1 の 場合 は 、[ アイ コン ] か ら [ ファ イル 名 を 指定 し て 実行 ] を 選ん で くだ さ 
い 。) 


L 選 275A(P) 

ご 最近 使っ た 2z イ MD) 
誤 定 S) 

3J 検索 F 

の 2 


2 


玉 ファ イル 名 を 指定 し て 実行 (BE 


PB Windows の 和 了 (UD. 


[ ファ イル 名 を 指定 し て 実行 ] が 開い た ら 、[ 名 前 ] の 項目 に "E: DOSV\SCSI \W_ n9x\SETUP と 入 
力 

し て [ OK ] を クリ ッ ク し て くだ さい 。 

( DGS/V 機 で W ndows 3. 1 の 場合 は 、“ E: DOSVSSCSI 1 窓 ETUP "と 入力 し て くだ さい 。) 


ファ 人 名 を 指定 し て 実行 
実行 し た い 7 フリ ウーya ツ 名 、 ま た は 開き た い フ 4 ル か や ドキ ュ ト 
: 三 | MCE Si29 
[ 


名 前 (Q*: 


「 20 [ よう こそ ] と イン スト ー ル 導入 前 に 際 し て の 
コシ CA 説明 が 表示 され ます の で 、 内 容 を 確認 し まし た 
ら 、[ 次 へ ] を クリ ッ ク し て くだ さい 。 


[ イン スト ー ル 先 の 選択 ] の 表示 に 移り ます 。 

[ イン スト ー ル 先 の ディ レク トリ ] の 項目 に 

“ C:\Program Files\SCSI MO ”" が 表示 され 
ます の で 、[ 次 へ ] を クリ ッ ク し て くだ さ 
い 。 


(c)[ プロ グラ ム フ ォ ル ダ の 選択 ] の 表示 に 移り ます 。 
[ プロ グラ ム フ ォ ル ダ ] の 項目 に “ SCSI MO ” が 表示 され ます の で 、[ 次 へ ] を クリ ッ ク し ま 
す 。 そ の 後 、 プ ログ ラム ファ イル の コピ ー を 行い ます 。 


(e)[MO Setup] の 表示 に 移り ます 。 
「 MachMO FJ SGSIC WOD を イン スト ー ル し ます か ? 」 と 確認 を する 表示 が され ます の で 、[ は い ] を 
クリ ッ ク し ます 。 その 後 、 プ ログ ラム ファ イル の コピ ー を 行い ます 。 
※MchMO ( マッ ハ MO ) と は 、W ndows 9x の ソフ ト ライ ト キャ ッシュ を 有効 に する ドラ イ バ で す 。 
これ に より の 書き 込み 時 の 速 さ が 向上 し ます 。 
( PC9800 と 、DCS/V 機 で W ndows 3. 1 の 場合 は 、 こ の 機能 は あり ませ ん 。) 


( h) 正常 に 再起 動 し まし た ら 、 デ バイ ス ド ラ イ バ の イン スト 一 ル は 完了 で す 。 


@ び MO ディ スク を フォ ー マ ッ ト する に は 
イン スト 一 ル し た フォ ー マ ッ タ を 起動 する こと で 、MO ディ スク を フォ ー マ ッ ト する こと が で きま す 。 


※ ソ フト の セッ ト ア ッ プ が 完了 し て いな いと フォ ー マ ッ ト する こと が で きま せん の で ご 注意 く だ さい 。 
※W ndows9x 上 の フォ ー マ ッ タ 、[ ファ イル ] つっ [ フォ ー マ ッ ト ] で の フォ ー マ ッ ト より 便利 で す 。 


( a) MO ディ スク を 本 体 に 挿入 し 、MO ディ スク フォ ー マ ッ タ を 起動 し ます 。 
[ スタ ー ト ] ー[ プロ グラ ム ] っ [SCSI MO] の 順に 開き 、[ MO ディ スク フォ ー マ ッ タ ] の ア 
イコ ン を クリ ッ ク し ます 。 
※W ndows 3. 1 で は 、[ ファ イル 名 を 指定 し て 実行 ] で [ コマ ンド ライン] の 項目 に 
C: \SCSI MO\MOF ORMNAT. EXE と 入力 し て [ OK ] を クリ ッ ク し て くだ さい 。 


(D[ MO ディ スク フォ ー マ ッ タ ] の 画面 が 表示 され ます の で 、[ フォ ー マ ッ ト 形式 ] を 選択 し て 、 
[ 開始 ] を クリ ッ ク し ます 。 


計 !!O デ ィ ス カフ ォ ー マ ッ 上 計 IO ディ スカ フォ ー マ ッ 上 
7 イル 6 わ や ayO) AL2Y(B イル | わ Say0) MM ガ 引 
物理 7 ォ ー ャ ッ ト ). 


た 
ー ーーーーーーー 一 カラ スタ サイ ズ 設 定 枢 030 に 
FUJITSU MCE3023SS 還 天 Il 


コ ォ ー マ ッ ト 形 式 : スー パー フロ ッ ピー 形式 FaT32) フォ ー マ ッ ト 形 式 : スー パー フロ ッ ピ ご 形式 (FAT16) 
セク サイ ズ : 512 Bytes/Sector セク タ サ イズ : 2048 Bytes/Sectar 

本 2290。 24Sepiore 総 セク タ 歌 : 810351 Sectors 

絶 容量 : 217 MB 総 容量 : 


- フ ォ ー マ ッ ト 形 式 - フォー マット 形式 
| スー パー コロッ ピー 形式 FAT16) 避 | PT 2 


スー バー フロ ッ ピ ー 形 式 F さ T16) に | 


| 開始 | 開 C6@ | 排 @ | | 開 寺 ⑳ | 開 ? る ⑯ | 排出 @ | 


選択 で きる フォ ー マ ッ ト 形式 は 以下 の と お り で す 。 


@ ス ー パ ー フ ロッ ピー 形式 (FAT16) / プ (FAT32) 

通常 は この 形式 (FAT1 6 ) で フォ ー マ ッ ト する こと を お すす めし ます 。 

ほとん どの 機種 ・OS で 共通 に 使用 する こと が で き 、 フ ロッ ピー ディ スク と 同様 の フォ ー マ ッ ト 形 
式 で 、 大 容量 の フロ ッ ピー ディ スク の よう に MO ディ スク が 使用 で きま す 。 

複数 区 画 ( パー ティ ショ ン ) を 設定 する こと は で きま せん 。 
ハー ド デ ィ スク 形式 (FAT16) /(FAT32) 

DOS / ノ V 機 の ハー ド ディ スク と 同じ 形式 の フォ ー マ ッ ト で す 。 お も に D O S ノ V 機 で 共通 に 使用 
する こと が で きま す 。 

この フォ ー マ ッ タ で は 、 複 数 区 画 ( パー ティ ショ ン ) を 設定 する こと は で きま せん 。 


※F AT32 に つい て 


FAT32 タ イプ の フォ ー マ ッ ト が され た MO ディ スク で 使用 で きる の は 、Windows95( OS 
R2・ バ ー ジ ョ ン の 末尾 が B ) 以降 の バー ジョ ン で す 。 


@⑯ ク ラス タ サ イズ の 設定 
フォ ー マ ッ ト 形式 で 「 スー パー フロ ッ ピ ー 形 式 (F AT32 ) 」 も し く は 「 ハー ド デ ィ スク 形式 
(FAT32 ) 」 が 選択 する と 、 ク ラス タ サ イズ を 4 Kbytes、2 Kbytes に 設定 で きま す 。 


※ ク ラス タ サ イズ の 設定 が で きる の は 、6 4 0 MB、540MB の MO ディ スク で す 。 


( c)[ ボリ ュー ムラ ベル ] の 入力 を し ます 。 特 に 入力 し な い の で あれ ば [ OK ] を クリ ッ ク し ます 。 


スー パー フロ ッ て 形式 フォ ー マ ッ ト 


(9 フォーマット を 開始 する 前 に 、 本 当 に 実行 し て も 良い か どう か 確認 を し ます 。 
良けれ ば [ OK ] を クリ ッ ク し ます 。 


MO ディ スカ フォ 


メー ルー フロ 小 ー 形 式 ォ ー ャ 実行 中 … 


ご | フォ ー マ ッ ト が 開始 され 、 進 行状 況 の 表示 が され ます 。 


( e@) フォ ー マ ッ ト が 完了 し まし た ら 、[ OK ] を クリ ッ ク し て 終了 し ます 。 


信 物 理 フ ォ ー マ ッ ト を する に は 
( 8) [ 光 磁 気 ディ スク フォ ー マ ッ タ ] の 画面 で 、 メ ニュ ー バ ー に [ オプ ショ ン ] を クリ ッ ク し て くだ さい 。 
[ 物理 フォ ー マ ッ ト ] の プル ダウ ン メ ニュ ー を クリ ッ ク し 


ます 。 
次 に [ 開始 ] を クリ ッ ク し ます 。 


間 つ ーーPArrmo 当 
に 凍 芝 】 量 CaO | 閑 @ | 


( DD フォ ー マ ッ ト を 開始 する 前 に 、 本 当 に 実行 し て も 良い か どう か 確認 を し ます 。 
良けれ ば [ OK ] を クリ ッ ク し ます 。 


避 | フォ ー マ ッ ト が 開始 され 、[ 物理 フォ ー マ 
ッ ト 実行 中 . . . ] と 、 進 行状 況 の 表示 が さ 


れ ま す 。 


物理 フォー マット 実 行 中 


( c) 物理 フォ ー マ ッ ト が 完了 し まし た ら 、[ OK ] を クリ ッ ク し て 終了 し ます 。 
この あと 、 フ ォ ー マ ッ ト ( スー パー フロ ッ ピ ー 形 式 / 


ハー ド ディ スク 形式 ) を 行っ て く だ さい 。 


一 対応 機種 

@F MV (各社 DOS ノ V, PC98-NX) 
一 汐 応 OS 

@MS-DOS6. 2 


( 1) ご 使用 上 の 注意 
イン スト ー ル を 始め る 前 に 下記 の 注意 事項 を 必ず お 読み 下さ い 。 


( a) ご 使用 の SCSI ボー ド に 対し て 、ASPI マネ ー ジ ャ が 正しく 動作 し て いる 事 を 確認 し て 下さ い 。 
( b) 他社 の MO 用 デバ イス ドラ イ バ と 一 緒 に お 使い に な ら な いで 下さ い 。 

(c) こ の デバ イス ドラ イ バ は Logical Unit Nunper(LUN SQ の み を サポ ー ト し て いま す 。 

( 9 の) FAT32 の MO ディ スク は ご 使用 に な れ ま せん 。 


( e) この デバ イス ドラ イ バ が COYI G SYS に 二 重 に 登録 され て いる 場合 、 後 に 登録 され て いる デバ イス ドラ 
イ バ は ロー ド され ませ ん 。「 ロー ド する 」 と は 、 メ イン メモ リ 上 に 常 往 する こと を 意味 し ます 。 
常駐 量 は お よそ 13k bytes で す 。 ド ライ バ が 装置 に 割当 て る ドラ イブ 名 が 多く な り ま す と 、 そ の 分 常 
駐 量 は 増え ます 。 


(f) 2048 bytes/sector( 640MB) MO ディ スク に は 、 ブ ー ト セク タ を 書換 える よう な ユー ティ リティ 
は ご 使用 で きま せん 。 


( g) MO ディ スク に 対し て 、D OS 組込み FORMAT コマ ンド ( FORMT. OOM は 、 お 使い に な ら な いで 下さ い 。 


( h) Snartdrv の ライ ト キャ ッシュ は 、MO ド ライ ブ に 対し て デフ ォ ル ト の 設定 で は 無効 で す が 、 有 効 に する 
事 も 可能 で す 。MO ド ライ ブ に 対し て Snartdrv の ライ ト キャ ッシュ を 有効 に し た 場合 、 絶 対 に ライ ト 
プロ テク ト され た MO ディ スク に 対し て 書き 込み を し な いで 下さ い 。 

Snmartdrv の ライ ト キャ ッシュ を 有効 に し た 状態 で 、 ラ イト プロ テク ト され た MO ディ スク に 書込み を 行 
うと 、 作 業 を 中 断 し て コン ピュ ー タ を リセ ッ ト せ ざ る を 得 な く な る 事 が あり ます 。 
その 場合 、 作 成 中 の デー タ が 失わ れ て し まい ます 。 


( 2) 環境 設定 

MS-DOS で MO ディ スク ユニ ッ ト を ご 使用 の 場合 に は 、 こ の OS に 対応 し て いる 添付 の デバ イス ドラ 
イ バ ソ フト を 以下 の よう に イン スト ー ル し て く だ さい 。 

添付 の デバ イス ドラ イ バ に は 、 他 の O S 用 の ソフ ト も 入っ て いま す の で ご 注意 くだ さい 。 

誤っ て 他 の O S 用 の ソフ ト を イン スト 一 ル す る と 不具 合 が 生じ ます 。 

( a) セッ ト ア ッ プ の 条件 
・SCSI カー ド が 正しく コン ピュ ー タ に セッ ティ ング され 、 パ ソコ ン に 対し て 正常 に 認識 され て いな け 
れ ば な り ま せん 。 


・ 本 デバ イス ドラ イ バ は 、ASPI マネ ー ジ ャ 上 で 動作 し ます の で 、config. sys に SCSI カー ド に 用 意 され 
て いる ASPI マネ ー ジ ャ を 登録 し ます 。 


アダ プ テ ッ ク ALHA- 1542CF を 使用 し た 例 で す 。config. sys に 上 の よう な ASPI マネ ー ジ ャ の 記述 が ある か 確 
認 し て くだ さい 。 
※SCSI カー ド の セッ ティ ング や 、ASPI マネ ー ジ ャ に つい て は 、 そ の 取扱 説明 書 を お 読み くだ さい 。 


( 3) デバ イス ドラ イ バ の イン スト ー ル 
( a) イン スト ー ラ を 使っ て 、 ハ ー ド ディ スク に ソフ ト を イン スト ー ル し ます 。 
C 湖 >e: (Ent er) 
E: 光 O① DCSVSQI OS ( Ent er) 


E: DOSVSSGI OS nstall (Ent er) 
CD ドラ イブ (E ド ライ ブ ) に カレ ント ドラ イブ を 移動 し て 、 イ ンス トー ラ を 起動 し ます 。 


SCSI 光 磁 気 デ ィ ス ク ドライ バン フォ ー マ ッ タ セッ ト ア ッ プ Versi on *.** 
ALL RI GTS RESERVED OCPYRIGHT (9⑨9 FUITSU LI M TED 1996- 1999 


1 っ ReadMe フ ァイル の 表示 
2 っ イン スト ー ル 開始 
3 つ 終了 


対応 する 処理 番号 を 選択 し て くだ さい ンジ 2 ( Ent er) 
[ 2 ] で イン スト ー ル を 開始 し ます 。 


イン スト ー ル 先 の パス を 入力 し て く だ さい 。( デフ 7 弥 ト 値 : C SCSI MO >( Ent er) 
Enter キ ー だ け の 場合 は [ C SCSI MI ディ レク トリ が 作ら れ 、 そ こ に 必要 な ファ イル が コピ ー さ れ ま す 。 


COJNFI G SYS が 存在 する ドラ イブ を 指定 し て くだ さい 。( デ 7 交 ト 値 : C >( Ent er) 


Ent er キー だ け の 場合 は [ で C] ドラ イブ の config. sys を 参照 し ます 。 


C 絶 CSI WU り へ の イン スト 一 ル を 開始 し ます 。 
よろ し いで すか ?[ Y/N| >Y (Ent er) 


コン ピュ ー タ 起動 時 、 画 面 表 示 を 一 時 停止 し ます か ?[ Y/N Ent er) ] >N ( Ent er ) 
起動 時 に デバ イス ドラ イ バ が 表示 する メッ セー ジ で 一 時 停止 させ た い 場合 に は Y (Ent er) 。 


FJ FD SKJ. EXE っ C 絶 QI MO 年 FD SKJ . EE コピ ー 終 了 


ファ イル を CD か ら ハ ー ド ディ スク へ コピ ー し て いま す 。 


CONFI G SYS を 書き 換え ます か ?[ Y/N| >Y (Ent er) 
config. sys の 最後 に [ DEV CE=C SCSI MO4VCD SK2. SYS] と いう 行 が 追加 され ます 。 


イン スト 一 ル が 終了 する と イン スト ー ラ の 最初 の 画面 に 戻り ます の で 、 イ ンス ト 一 ラ を 終了 し ます 。 


( b) パソ コン を 再起 動 し ます 。 
MO ドラ イブ の 接続 お よび デバ イス ド ライ バ の 設定 が 正しけれ ば 、 デ バイ ス ド ラ イ バ が 起動 され 、 メ ッ 
セー ジ が 表示 され ます 。 
MO が 正しく 認識 され な い 場合 は 、 電 源 を 切っ て か ら 、 各 スイ ッ チ の 設定 、 ケ ー ブ ル の 接続 、 タ ー ミ 
ネー タ の 設定 な ど を 確認 し て くだ さい 。 


光 磁 気 デ ィ イス クノ ハー ド ディ スク デバ イス ドラ イ バ ( ASPI ) Version *.** c 
All Rights Reserved, Copyright ( 〇 FUITSU LI M TED 1992- 1999 


( 埋 stAdptr:# お ScsilD=( 0 4 Optic: Renovabl ei FUITSU に に 


*Media not Present* 00 DC5 drv(s): 01 drv(s) assuned: Dri veNanesD: 
( 電 EtAdptr: お csilD け = 06 * Nodevice* 


DOS versi on=O06: Mx sector size= 512 byt es. 


※ 表 示 内 容 は 、 一 部 異な る こと が あり ます 。 
この 例 で は MO の SCSI --1 D は 4 、 論 理 ド ライ ブ 名 は 「 D : 」 に な り ま し た 。 


( 和 フォ ー マ ッ ト 
( a) フォ ー マ ッ ト の 種類 
MO ディ スク の 論理 フォ ー マ ッ ト は 「 スー パー フロ ッ ピ ー(|I BM フ ォ ー マ ッ ト ) 」 が 主流 と な っ て いま 
す 。 Wndows9x で サポ ー ト され て いる フォ ー マ ッ ト も 、 ス ー パ ー フ ロッ ピー フォ ー マ ッ ト で す 。 
スー パー フロ ッ ピ ー フ ォ ー マ ッ ト な ら ば 、 各 種 パ ソコ ング OS で MO ディ スク を 利用 で きま す 。 
この フォ ー マ ッ タ で は 、 ス ー パ ー フ ロッ ピー の 他 に 、「 物理 フォ ー マ ッ ト 」「 ハー ド ディ スク 」 の 
フォ ー マ ッ ト に も 対応 し て いま す 。 


(DFJFDI SKJ 
[FJFDI SKJ.EXE ] は 1 28MB~1 . 3GB ま で の MO ディ スク に 対し て 、 論 理 フォ ー マ ッ 
ト ( スー パー フロ ッ ピ ー ン ハー ド ディ スク ) お よび 物理 フォ ー マ ッ ト を 行う こと が で きま す 。 通常 、 
買っ た ば か り の MO ディ スク は 物理 フォ ー マ ッ ト 済 で す の で 、 論 理 フ ォ ー マ ッ ト を 行っ て か ら 使用 し ま 
す 。 


フォ ー マ ッ ト す る MO ディ スク を MO ドラ イブ に セッ ト し ます 。 
C 湖 >cd SGSI MO ( Ent er ) 


C 絶 QI MOEfjf di skj (Ent er ) 
ファ イル を コピ ー し た ディ レク トリ に 移動 し て 、 フ ォ ー マ ッ タ を 起動 し ます 。 


ドラ イブ を 選択 し て くだ さい 。 


HA#O - SCSI ID 4: FUITSU ***** 

終了 

最初 の 画面 で 、 フ ォ ー マ ッ ト する MO ドラ イブ を 選択 し ます 。 カ ー ソ ル 上 下 キ ー で 移動 させ 、Ent er で 選択 
し ます 。([ 終了 ] を 選択 する と FJFD SKJ を 終了 し ます ) 


フォ ー マ ッ ト の 種類 を 選択 し て くだ さい 。 
*※ は 現在 の フォ ー マ ッ ト の 種類 で す 


S スー パー フロ ッ ピ ィ 
A ハードディスク 


1 物理 フォ ー マ ッ ト 
2 初期 画面 に 戻る 
スー パー フロ ッ ピ ィ を 選択 し ます ( Ent er) 。 


選択 され た ディ スク 場 の 全て の デー タ が 失わ れ ま す 
フォ ー マ ッ ト を 実行 し ます か ? 


実行 を 選択 ( Ent er) する と 、 フ ォ ー マ ッ ト が 始ま り ま す 。 


ボリ ュー ムラ ベル を 入力 し て く だ さい ( 11 文字 ) 


[ ] 
必要 な ら ば 、 ボ リュ ー ム ラベ ル (MO ディ スク の 名 前 ) を 入力 し ます 。 


フォ ー マ ッ ト が 終了 する と 最初 の 画面 に 戻り ます の で 、 フ ォ ー マ ッ タ を 終了 し ます 。 


TI つう VW ndows NI4. 0/ 3. 51 


一 対応 機種 
@F MV (各社 DOS /V, PC98-NX) 


( 1) ご 使用 上 の 注意 
イン スト ー ル を 始め る 前 に 下記 の 注意 事項 を 必ず お 読み 下さ い 。 


( a) W ndows NT4.0 で 、 特 定 の 環境 に て イン スト ー ラ が 動作 し な い 場 合 が あり ます 。 
その 場合 は 、 Wndows NT3. 51 用 の デバ イス ドラ イ バ を イン スト ー ル し て 下さ い 。 WWndowvs NT3.51 用 
デバ イス ドラ イ バ 、 及 び MO フォ ー マ ッ タ は 、 Wndows NI4.0 上 で も 問題 な く 動作 し ます 。 


(bD MO フォ ー マ ッ タ は admnistrator 権限 で ログ オン し た 場合 に お 使い に な れ ま す 。 


(c) フォ ー マ ッ ト され て いな い MO ディ スク を 、 右 クリ ッ ク や fornat. com で フォ ー マ ッ ト する こと は で き 
ませ ん 。 必 ず MO フォ ー マ ッ タ を お 使い 下さ い 。 


(d スー パー フロ ッ ピ ー 形 式 で フォ ー マ ッ ト され て いる MO ディ スク を 、 右 クリ ッ ク や fornmt. com で 再 
フォ ー マ ッ ト する と 、 き ちん と フォ ー マ ッ ト され な い 場合 が あり ます 。 必ず MO フォ ー マ ッ タ を お 使い 
下さ い 。 


( e) フォ ー マ ッ ト 中 に MO フォ ー マ ッ タ を 引 制 終了 する と ディ スク の 内 容 が 破壊 され る こと が あり ます 。 絶 
対 に し な いで 下さ い 。 


(f) MO フォ ー マ ッ タ を お 使い に な っ て いる 最 中 は 、 他 の アプ リケーション で MO ディ スク に アク セス し な 
いで 下さ い 。 


( g) MO フォ ー マ ッ タ が 表示 する 容量 は 未 フ ォ ー マ ッ ト 時 の ディ スク 容量 で す 。 
Wndovws NT は 論理 フォ ー マ ッ ト 後 の 容 量 を 表示 する た め ず れ が 生じ ます 。 
また 、 論 理 フ ォ ー マ ッ ト 後 の 容 量 は フォ ー マ ッ タ に より 多少 異な る 場合 が あり ます 。 
これ は 各々 の フォ ー マ ッ タ が 独自 に 仕様 を 決め る た め 生 じ る 問題 で す 。 お 使い に な る 上 で 何ら 問題 は あ 
り ま せん 。 


( h)MO デ ィ ス ク は NIFS フ ォ ー マ ッ ト で フォ ー マ ッ ト し な いで 下さ い 。 


(i)MO デ ィ ス ク を MO ドラ イブ の イジ ェクト ボタ ン を 押し て 取り 出す と 、 画 面 上 に 取り 出し た MO ディ ス 
ク の 情報 が 残る こと が あり ます 。 そ の よう な 場合 は 、 一 度 エ クス プロ ー ラ ( 又は ファ イル マネ ー ジ ャ ) 
を 閉じ て か ら 、 再 度 表示 させ て 下さ い 。 


(」 ) システム に 接続 され て いる ハー ド ディ スク に FAT フォ ー マ ッ ト で フォ ー マ ッ ト され た 区 画 が 存在 し な い 
場合 ( NIFS フォーマット で フォ ー マ ッ ト され た 区 画 の み 存 在 する 場合 ) フォ ー マ ッ ト され て いる MO 
ディ スク に アク セス し て いる に も か か わら ず 、 エ ラー メッ セー ジ が 表示 され る 場合 が あり ます 。 
その 場合 は 再度 MO ディ スク に アク セス すれ ば 、 間 題 な く お 使 い に な れ ま す 。 
それ で も エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 さ れる 場合 は 、 一 度 フ ロッ ピ ィ ドラ イブ に アク セス し た 後 、 再 度 MO 
ディ スク に アク セス すれ ば 、 問題 な く お 使 い に な れ ま す 。 


(k この デバ イス ドラ イ バ を アン イン スト 一 ル す る 場合 は 、 こ の デバ イス ドラ イ バ が 制御 する MO ドラ イブ 
が 接続 され て いな いこ と を 確認 し て 下さ い 。1 台 で も 接続 され て いる 場合 は 、 こ の ドラ イ バ ソ フト を ア 
ン イ ンス ト 一 ル し な いで 下さ い 。 

MO ドラ イブ が こ の デバ イス ド ライ バ に よっ て 制御 され て いな い の を 確認 する に は 、 MO フォ ー マ ッ タ 
を 起動 し て 下さ い 。 
制御 され て いな いと 、「 ドラ イ バ の 初期 化 に 失敗 し まし た 。」 と いう メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


(1) この デバ イス ドラ イ バ を 上 書き イン スト 一 ル す る 場合 、 古 い NMO フ ォ ー マ ッ タ 等 が 残る こと が あり ます 。 


( 2) 環境 設定 
Wndows NT Verkstation Version 4.0/3. 51 日 本 語 版 で MO ディ スク ユニ ッ ト を ご 使用 の 場合 に は 、 こ の 
OS に 対応 し て いる 添付 の デバ イス ドラ イ バ ソ フト を 以下 の よう に イン スト 一 ル し て くだ さい 。 
添付 の デバ イス ドラ イ バ に は 、 他 の O S 用 の ソフ ト も 入っ て いま す の で ご 注意 くだ さい 。 
誤っ て 他 の O S 用 の ソフ ト を イン スト 一 ル す る と 不具 合 が 生じ ます 。 


( a) セッ ト ア ッ プ の 条件 ( 必ず ドラ イブ 文字 を 割り 当て て 下さ い ) 
この デバ イス ドラ イ バ を ご 利用 に な る 場合 、 デ バイ ス ド ラ イ バ が 制御 する MO ドラ イブ に 対し て ドラ イ 
ブ 文 字 を 割り 当て る 必要 が あり ます 。 ド ライ ブ 文 字 を 割り 当て て いな い MO ド ライ ブ は お 使い に な れ ま 
せん 。 以下 の 何れ か 方 法 で 、 ド ライ ブ 文 字 を 割り 当て て 下さ い 。 


1) イン スト 一 ル 時 に イン スト 一 ラ を 利用 し て 割り 当て る 。 
2) イ ンス トー ル 後 、MO フ ォ ー マ ッ タ を 利用 し て 割り 当て る 。(「 ド ライ ブ 文 字 の 割当 解除 を 参照 ) 


※ ド ライ ブ 文 字 を 割り 当て る 時 は 、MO ド ライ ブ の ドラ イブ 文字 が 他 の ドラ イブ 文字 より 後ろ に な る よ 
う に 割り 当て て 下さ い 。 他 の ドラ イブ 文字 より 前 に し た 場合 、 フ ァイル マネ ー ジ ャ 等 か ら そ の ドラ イ 
ブ 文 字 の ドラ イブ が 認識 で き な く な る こと が あり ます 。 


( 3) デバ イス ドラ イ バ の イン スト ー ル 
次 の 操作 を 行い 、 セ ッ ト ア ッ プ プロ グラ ム を 実行 し て く だ さい 。 


( a) W ndows NN を 起動 し 、Adm ni strat or 権限 を 持つ アカ ウン ト で ログ オン し て 下さ い 。 


(bDCD ド ライ ブ (E ド ライ ブ ) に ご 使用 の W ndows NT に 対応 し た デバ イス ドラ イ バ デ ィ ス ク を 挿入 し て 下 
さい 。 


(c)[ スタ ー ト ] メニ ュー か ら [ ファ イル 名 を 指定 し て 実行 . . . ] を 選択 し て 下さ い 。 


(Windows NT4.0 の 場合 
"E: DOSVSSGSI NT40SETUP " と 入力 し 、[ OK ] ボタ ン を 押し て 下さ い 。 
Windows NT3.51 の 場合 
"E: DOSVSSGSI NT351 当 NSTALL " と 入力 し 、[ OK ] ボタ ン を 押し て 下さ い 。 


( e) 画面 の 指示 に 従い 、 イ ンス ト 一 ル を 行っ て 下さ い 。 
(f) イ ンス ト 一 ル が 正常 終了 し た 後 VWndows NT を 再起 動 す る と 、 デ バイ ス ド ライ バ が 有効 に な り ま す 。 


( ⑳ デバ イス ドラ イ バ の アイ ンス トー ル 
W ndows NT4.0 の 場合 
( a)[ マイ コン ピュ ー タ ] か ら [ コン トロ ー ル パネ ル ] を 開い て 下さ い 。 
(bD[ アプ リケーション の 追加 と 削除 ] を 開い て 下さ い 。 
(c)[ MO Device Driver and MDDsk Fornatter] を 選択 し 、[ 追加 と 削除 .. . ] ボタ ン を 押し て 下さ い 。 
( @ 画面 の 指示 に 従い 、 ア ン イ ンス ト 一 ル を 行っ て 下さ い 。 
( e) アン イン スト 一 ル が 正常 終了 し た 後 WWndows NT を 再起 動 す る と , デバ イス ドラ イ バ が 無効 に な り ま す 。 


Windows NT3.51 の 場合 
この デバ イス ドラ イ バ に は アン イン スト ー ル 機能 は あり ませ ん 。 ア ン イ ンス ト 一 ル す る 場合 は 、 以 下 の 手 
順に 従っ て 下さ い 。 


( a) MO ドラ イ バ を 無効 に し て 下さ い 。(「 デバ イス ドラ イ バ 」 を 参照 し て 下さ い 。) 
(5DD「 MO フォ ー マ ッ タ 」 を プロ グラ ム グ ル ー プ か ら 削除 し て 下さ い 。 

( c) 不要 で あれ ば 、MO フォ ー マ ッ タ が 登録 され て いた プロ グラ ム グ ル ー プ を 削除 し て 下さ い 。 
( 


d) W ndows NT の イン スト ー ル され て いる ディ レク トリ の 中 の "SYSTEM62" ディ レク トリ に 存在 する 
" MFCRMT. EXE" を 削除 し て 下さ い 。 


( 5 デバ イス ドラ イ バ 
( a) 特徴 
この デバ イス ドラ イ バ は 以下 の フォ ー マ ッ ト の ディ スク を 読み 書き する 事 が で きま す 。 
- スー パー フロ ッ ピ 形式 
- ハー ド ディ スク 形式 
( D デバ イス ドラ イ バ を 無効 に する に は 


Windows NT4.0 の 場合 

アン イン スト 一 ル を 実行 し 正常 終了 し た 後 、 Wndows NT を 再起 動 す る と , デバ イス ドラ イ バ が 無効 
に な り ま す 。 

Windows NT3.51 の 場合 

1)[ メイ ン ] 一 [ コン トロ ー ル パネ ル ] っ [ デバ イス ] を 開い て 下さ い 。 

2) デバ イス の 項目 に f 3axmokc と f3axmodk が ある 事 を 確認 し て 下さ い 。 
3f 3axmokc を 選択 し て [ スタ ー ト アッ プ ] ボタ ン を 押し ます 。 


4④⑳[ スタ ー ト アッ プ の 種類 ] の 中 か ら [ 無効 ] を 選択 し て [ OK ] を 押し て 下さ い 。 
「 デバ イス の スタ ー ト アッ プ の 種類 を 変更 する と 、 シ ステ ム は 使用 不能 に な る 可能 性 が 有り ます 。 
変更 し て も よろ し いで すか ? 」 と メッ セー ジ が 表示 され ます 。 こ こ で [ は い ] を 押し て 下さ い 。 


5)f 3axmodk を 選択 し て [ スタ ー ト アッ プ ] ボタ ン を 押し ます 。 


6)[ スタ ー ト アッ プ の 種類 ] の 中 か ら [ 無効 ] を 選択 し て [ OK ] を 押し て 下さ い 。 
「 デバ イス の スタ ー ト アッ プ の 種類 を 変更 する と 、 シ ステ ム は 使用 不能 に な る 可能 性 が 有り ます 。 
変更 し て も よろ し いで すか ? 」 と メッ セー ジ が 表示 され ます 。 こ こ で [ は い ] を 押し て 下さ い 。 


7[ デバ イス ] 画面 に 戻っ た ら [ 閉じ る ] を 選択 し て 下さ い 。 
8) W ndows NT を 再起 動 し て 下さ い 。 


( c) デバ イス ドラ イ バ を 有効 に する に は 


Windows NT4.0 の 場合 


イン スト 一 ル を 実行 し 正常 終了 し た 後 、 W ndows NT を 再起 動 す る と 、 デ バイ ス ド ラ イ バ が 有効 に な 
り ま す 。 


W ndows NT3. 51 の 場合 

再度 デバ イス ドラ イ バ を 有効 に する に は 以下 の 作業 を 行っ て 下さ い 。 

1[ メイ ン ] っ [ コン トロ ー ル パネ ル ] っ [ デバ イス ] を 開い て 下さ い 。 

2) デバ イス の 項目 に f 3axmokc と f3axmodk が ある 事 を 確認 し て 下さ い 。 

3f 3axmokc を 選択 し て [ スタ ー ト アッ プ ] ボタ ン を 押し ます 。 

4 [ スタ ー ト アッ プ の 種類 ] の 中 か ら [ シス テム ] を 選択 し て [ OK ] を 押し て 下さ い 。 
5)f 3axmodk を 選択 し て [ スタ ー ト アッ プ ] ボタ ン を 押し ます 。 

6)[ スタ ー ト アップ の 種類 ] の 中 か ら [ ブー ト ] を 選択 し て [ OK ] を 押し て 下さ い 。 
7[ デバ イス ] 画面 に 戻っ た ら [ 閉じ る ] を 選択 し て 下さ い 。 

8) 上 記 の 設定 を 再度 確認 の 上 , W ndows NT を 再起 動 し て 下さ い 。 


(66 MO フォ ー マ ッ タ 
( s) 機能 
この MO フォ ー マ ッ タ に は , 次 の 4 つの 機能 が あり ます 。 
- MO ディ スク の フォ ー マ ッ ト 
- MO ディ スク の コン バート 
- MO ディ スク の イジ ェクト 
- ドラ イブ レタ ー の 割当 / 削 除 


( DD MO フォ ー マ ッ タ の 起動 方 法 
フォ ー マ ッ タ の 起動 方 法 は 次 の 通り で す 。 
W ndows NT 4. 0 の 場合 
1 タスク パー」 の [ スタ ー ド . を クリ ッ ク し て 下さ い 。 
に 2 国 妥 ララ な 1 炎 ョ ー を クリ サック し で 下さ 6。 


3[MOUilities] メニ ュー を クリ ッ ク し て 下さ い 。 
※ こ の メニ ュー の 名 前 を イン スト 一 ル 時 に 変更 し て いれ ば 、 そ の 名 前 に な り ま す 。 


④[ ID フォ ー マ ッ タ ] を 選択 し て 下さ い 。 


NN ツ 


Wi ndows NT3. 51 の 場合 


1)[ プロ グラ ム マネ ー ジ ャ ] か ら [MOUilities] を 開い て 下さ い 。 
※ こ の メニ ュー の 名 前 を イン スト 一 ル 時 に 変更 し て いれ ば 、 そ の 名 前 に な り ま す 。 


2 の [ MD フォ ー マ ッ タ ] を ダブ ルク リッ ク し て 下さ い 。 


(c)MO ディスク の フォ ー マ ッ ト 形式 
この MO フォ ー マ ッ タ は , 次 の 2 つの 形式 で MO ディ スク を フォ ー マ ッ ト する 事 が で きま す 。 
> スー パー フロ ッ ピ 形式 
- ハー ド ディ スク 形式 
( 9) スー パー フロ ッ ピ 形式 の ディ スク を 作る 方 法 
1) MO フォ ー マ ッ タ を 起動 し て 下さ い 。(「 MO フォ ー マ ッ タ の 起動 方 法 」 参 照 。) 
2) フォ ー マ ッ ト し た い MO ディ スク の 入っ た MO 装置 を 選択 ( ※) し て 下さ い 。 


※[ HAM# x,。 SCSI y] ボタ ン を 押し て 下さ い 。 こ こ で FM# x の "x" は 該当 ドラ イブ が 接続 され て い 
る ホス ト ア ダ プ タ の 番号 を 指し 、SCSI y の "y"' は 該当 ドラ イブ の ID 番号 を 指し ます 。 


3) [ フォ ー マ ッ ト ] メニ ュー か ら [ ディスク フォ ー マ ッ ト .. .] を 選択 し て 下さ い 。 
4[ フォ ー マ ッ ト 形式 ] リス ト から [ Fl oppy type] を 選択 し て 下さ い 。 

5) 必要 に 応じ て [ ボリ ュー ムラ ベル ] ボッ クス に ボリ ュー ムラ ベル を 入力 し て 下さ い 。 

6) 物理 フォ ー マ ッ ト が 必要 な 場合 は , [ 物理 フォ ー マ ッ ト ] チェ ッ ク ボ ックス を チェ ッ ク し て 下さ い 。 


7) 必要 に 応じ て [ クイ ッ ク フ ォ ー マ ッ ト ] チェ ッ ク ボ ックス を チェ ッ ク し て 下さ い 。 
クイ ッ ク フ ォ ー マ ッ ト を チェ ッ ク す る と 、 全 面 ベ リフ ァ イ を し ませ ん 。 


8[ OK] を 押し ます 。 

9 [ フォ ー マ ッ ト ] メニ ュー の [ 反映 ] を 選択 し ます 。 

10) 確認 ダイ アロ グ で [ は い ] を 選択 し ます 。 こ の 時 点 で 設定 し た 情報 が 媒体 に 書き 込ま れ ま す 。 
11) MO フォーマッタ を 終了 し て 下さ い 。 


( e) ハー ド ディ スク 形式 の ディ スク を 作る 方 法 
1) MO フォ ー マ ッ タ を 起動 し て 下さ い 。(「 MO フォ ー マ ッ タ の 起動 方 法 」 参照 。) 


2) フォ ー マ ッ ト し た い MO ディ スク の 入っ た MO 装置 を 選択 ( ※) し て 下さ い 。 
※[ ゆ # x, SCSI y] ボタ ン を 押し て 下さ い 。 こ こ で HM# x の "x" は 該当 ドラ イブ が 接続 され て いる 
ホス ト ア ダ プ タ の 番号 を 指し 、SCSI y の "y' は 該当 ドラ イブ の 1D 番 号 を 指し ます 。 


3)[ フォ ー マ ッ ト ] メニ ュー か ら [ディ スク フォ ー マ ッ ト ...] を 選択 し て 下さ い 。 

4④[ フォ ー マ ッ ト 形式 ] リス ト か ら [ Hrd Dsk type] を 選択 し て 下さ い 。 

5) 必要 に 応じ て [ ボリ ュー ムラ ベル ] ボッ クス に ボリ ュー ムラ ベル を 入力 し て 下さ い 。 

6) 物理 フォ ー マ ッ ト が 必要 な 場合 は , [ 物理 フォ ー マ ッ ト ] チェ ッ ク ボ ックス を チェ ッ ク し て 下さ い 。 


必要 に 応じ て [ クイ ッ ク フ ォ ー マ ッ ト ] チェ ッ ク ボ ックス を チェ ッ ク し て 下さ い 。 
クイ ッ ク フ ォ ー マ ッ ト を チェ ッ ク す る と 、 全 面 ベ リフ ァ イ を し ませ ん 。 


8[ OK ] を 押し ます 。 

MM マッ ト ] メニ ュー の [ 反映 ] を 選択 し ます 。 

10) 確認 ダイ アロ グ で [ は い ] を 選択 し ます 。 こ の 時 点 で 設定 し た 情報 が 媒体 に 書き 込ま れ ま す 。 
11) MO フォ ー マ ッ タ を 終了 し て 下さ い 。 


(MO ディ スク の コン バー ト 
この MO フォ ー マ ッ タ 以 外 で フォ ー マ ッ ト され た MO ディ スク を 使用 する た め の コ ン バー ト 方 法 で す 。 
(「 付録 A 」 参 照 。) 


( a MO フォ ー マ ッ タ を 起動 し て 下さ い 。(「 MO フォ ー マ ッ タ の 起動 方 法 」 参 照 。) 


( DD コン バー ト し た い MO ディ スク の 入っ た MO 装置 を 選択 ( ※) し て 下さ い 。 
※[ # x, SGSI y] ボタ ン を 押し て 下さ い 。 こ こ で HA# x の "x" は 該当 ドラ イブ が 接続 され て いる 
ホス ト ア ダ プ タ の 番号 を 指し 、SCSI y の "y"' は 該当 ドラ イブ の ID 番号 を 指し ます 。 


(c)[ ツー ル ] メニ ュー か ら [ ディ スク コン バー ト ...] を 選択 し て 下さ い 。 
( d) 画面 表示 に 従っ て 操作 を 行っ て 下さ い 。 
( e) MO フォ ー マ ッ タ を 終了 し て 下さ い 。 


( 8 MO ディ スク の イジ ェクト 
( a) MO フォ ー マ ッ タ を 起動 し て 下さ い 。(「 MO フォ ー マ ッ タ の 起動 方 法 」 参照 。) 


(DD イジ ェクト し た い MO ディ スク の 入っ た MO 装置 を 選択 ( ※) し て 下さ い 。 
※ [HM# x, SCSI y] ボタ ン を 押し て 下さ い 。 こ こ で HA# x の "x" は 該当 ドラ イブ が 接続 され て いる 
ホス ト ア ダ プ タ の 番号 を 指し 、SCSI y の "y"' は 該当 ドラ イブ の ID 番号 を 指し ます 。 


(c)[ ツー ル ] メニ ュー か ら [ ディ スク の 排出 . . . ] を 選択 し て 下さ い 。 
( d) 画面 表示 に 従っ て 操作 を 行っ て 下さ い 。 
( e) MO フォ ー マ ッ タ を 終了 し て 下さ い 。 


(9 ドラ イブ レタ ー の 割当 / 削 除 


※ ド ライ ブ 文 字 を 割り 当て る 際 に は 、MO ド ライ ブ の ドラ イブ 文字 が 他 の ドラ イブ 文字 より 後ろ に な る よ 
う に 割り 当て て 下さ い 。 他 の ドラ イブ 文字 より 前 に し た 場合 、 フ ァイル マネ ー ジ ャ 等 か ら そ の ドラ イブ 
文字 の ドラ イブ が 認識 で き な く な る こと が あり ます 。 


( a) MO フォ ー マ ッ タ を 起動 し て 下さ い 。(「 MO フォ ー マ ッ タ の 起動 方 法 」 参照 。) 
(DD ドラ イブ 文字 を 割り 当て た い MO 装置 に MO ディ スク を 挿入 し て 下さ い 。 


(c) ド ライ ブ 文 字 を 割り 当て た い MO ディ スク の 入っ た MO 装置 を 選択 ( ※ ぷ ) し て 下さ い 。 
※ [HH# x, SCSI y] ボタ ン を 押し て 下さ い 。 こ こ で HM# x の "x" は 該当 ドラ イブ が 接続 され て いる 
ホス ト ア ダ プ タ の 番号 を 指し 、SCSI y の "y"' は 該当 ドラ イブ の ID 番号 を 指し ます 。 


(の [ ツー ル ] メニ ュー か ら [ ドラ イブ 文字 の 割当 .. . ] を 選択 し て 下さ い 。 
(e) ド ライ ブ 文 字 を 割り 当て る 時 は 、[ 選択 ドラ イブ ] か ら ド ライ ブ 文 字 を 選択 し 、[ 追加 ] ボタ ン を 押 


し て 下さ い 。 
(f) ド ライ ブ 文 字 を 削除 する 時 は 、[ 割当 ドラ イブ ] か ら ド ライ ブ 文 字 を 選択 し 、[ 削除 ] ボタ ン を 押し 
て 下さ い 。 


(g)[ OK ] ボタ ン を 押し , [ ドラ イブ 文字 の 割当 ] ダイ アロ グ を 終了 し て 下さ い 。 


(h)「 新しい ドラ イブ 文字 の 割り 当て は 、 直 ち に 行わ れ ま す 。 続行 し て も よろ し いで すか ? 」 と メッ セー 
ジ が 表示 され ます 。 こ こ で 「 は い 」 ボ タン を 押し て 下さ い 。 


(i)MO フ ォ ー マ ッ タ を 終了 し て 下さ い 。 


型番 FMO-230W2 FMO-640W2 FMO-1300W2 
FMO-230WS2 FMO-640WS2 |FMO-1300WS2 


3. 5 イン チカ ー ト リッ ジ 型 1 SO 標準 フォ ー マ ッ ト 光ディスク 召 体 
MO ディ スク 128MBZ230MB |128MBZ230MB|I128MB ン 230MB 
540MB プ 640MB|540MB〆Z640MB 

 - 


平均 シー クタ イム | クタ イム 
バッ ファ 容量 
動 作 時 温度 5~-35C (勾配 1 5 で C ノ h 以下 ) 
湿 度 10~-85%( 結 赴 し な いこ と ) 
温 度 0<50 で 
湿 度 10~-85%( 結 赴 し な いこ と ) 
0. 4G (5~<500Hz ) 
2.0G (10ms) 
1.0G (5<~<500Hz ) 
50G (10ms) 
SCSI -2 ン Utra SGSI 対応 
eb ハー256 ビン メス 型 


119(W)x185(D) x32(H)mm 


約 0.9kg 
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